
そ
の
後
大
正
五
年
十
二
月
、
北
里
柴
三
郎
の
新
し
い
構
想
の
元
に
文

部
省
の
認
可
が
下
り
、
信
濃
町
の
二
万
坪
の
軍
用
地
の
払
下
げ
を
受
け

た
。
天
皇
よ
り
三
万
円
の
御
下
賜
金
が
あ
り
、
財
界
よ
り
三
百
万
円
の

寄
附
が
集
り
、
今
日
の
慶
応
大
学
医
学
部
が
誕
生
し
た
。

三
、
成
医
会
講
習
所

た
か
き
か
ね
ひ
ろ

現
在
の
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
は
、
高
木
兼
寛
に
よ
り
留
学
先
の
セ

ン
ト
・
ト
ー
マ
ス
病
院
医
学
校
の
様
式
を
と
り
入
れ
て
造
ら
れ
た
大
学

及
附
属
病
院
で
あ
る
。
そ
し
て
皇
室
と
密
接
な
関
係
の
あ
る
貧
民
救
済

の
慈
善
病
院
で
あ
る
慈
恵
医
院
を
追
っ
た
。

も
る
か
た

む
か
さ

高
木
は
宮
崎
県
東
諸
県
郡
高
岡
町
穆
佐
の
出
身
で
あ
る
。
明
治
五
年

り
宮
フ
さ
く

海
軍
に
入
り
、
恩
師
石
神
良
策
と
英
人
医
師
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ア
ン
ダ
ー

ソ
ン
の
推
薦
で
英
国
セ
ン
ト
・
ト
ー
マ
ス
病
院
医
学
校
に
五
年
間
留
学

し
、
優
等
生
で
卒
業
し
た
。
高
木
兼
寛
は
帰
国
し
た
翌
年
の
明
治
十
四

や
り
や

年
五
月
一
日
、
「
成
医
会
講
習
所
」
を
京
橋
区
鎗
屋
町
の
東
京
医
学
会
社

の
一
室
を
借
り
て
夜
学
で
開
校
し
た
。
次
い
で
天
光
院
に
一
時
移
転
し
、

明
治
十
五
年
十
一
月
か
ら
二
十
四
年
一
月
ま
で
、
「
海
軍
医
務
局
学
舎
（
軍

医
学
校
こ
と
同
居
し
た
。
講
義
は
主
に
海
軍
軍
医
が
行
っ
た
。
修
業
年

限
は
四
年
で
、
明
治
二
十
四
年
四
月
に
海
軍
軍
医
学
校
と
分
か
れ
独
立

し
た
。明

治
三
十
六
年
に
は
教
育
も
充
実
し
、
「
私
立
東
京
慈
恵
医
院
医
学
専

門
学
校
」
に
昇
格
し
た
。

（
平
成
五
年
三
月
例
会
）

の
坐
帯
“
父
紹
介
宋
湫
事
の
坐
誌
必
窯
泌
委
取
奉
の
坐
誇
必
雪

弓
四
丙
①
○
ｚ
シ
の
シ
母
○
“

国
厨
さ
ご
具
旨
ご
色
冒
＄
①
冨
旦
胃
冒
①
旨
芽
①
国
号
因
門
騨
１
房
肋

⑰
＠
国
画
』
四
目
』
命
屋
写
昌
『
四
］
ご
秒
ａ
弄
瞬
胃
◎
臣
冒
邑
肋
．

欧
米
の
言
語
に
よ
る
日
本
医
学
史
に
つ
い
て
の
著
作
は
残
念
な
が
ら

そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
。
こ
の
「
情
報
の
貧
困
さ
」
の
た
め
で
あ
ろ
う

か
。
た
と
え
ば
明
治
四
十
四
年
、
文
部
大
臣
官
房
文
書
課
発
行
の
富
士

川
瀞
著
「
ｏ
の
め
の
亘
ｏ
三
の
号
門
目
①
島
圃
旨
冒
旨
冒
ロ
」
が
一
九
七
六
年
に

な
っ
て
も
ド
イ
ツ
の
出
版
社
に
よ
り
そ
の
ま
ま
再
出
版
さ
れ
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
観
点
か
ら
人
類
の
医
学
と
そ
の
歴
史
を
描

写
し
て
い
る
著
作
の
中
に
は
、
日
本
に
関
し
て
一
章
を
割
い
て
い
る
も

の
も
あ
る
。
た
と
え
ば
「
閏
の
８
吋
①
号
訂
冨
①
ｓ
ｎ
言
①
》
号
訂
勺
富
岡
日
四
Ｑ
①
｝

Ｑ
①
一
マ
シ
耳
口
⑦
昌
臼
昂
２
号
一
）
醇
耳
く
酔
酔
冒
巴
昂
」
（
パ
リ
、
一
九
七
八

年
）
は
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
概
括
的
な
著
作
の
場
合
、
そ
の
範
囲
、
目
標
、

ぺ
ｌ
ジ
数
な
ど
に
制
約
が
あ
っ
て
、
日
本
の
紹
介
は
き
わ
め
て
一
般
的
、

概
略
的
な
も
の
に
留
ま
っ
て
い
る
。
日
本
の
み
に
焦
点
を
合
わ
せ
、
科

学
史
の
一
環
と
し
て
日
本
医
学
の
歴
史
的
発
展
を
追
及
し
て
い
る

普
哩
日
○
ｓ
》
の
言
巴
吊
共
著
詞
９
９
８
陣
○
巳
自
制
旨
目
３
９
‐

《
ご
ロ
四
二
画
目
己
（
東
京
、
一
九
八
九
年
）
は
最
近
出
版
さ
れ
た
力
作
で
あ

る
が
、
か
な
り
の
専
門
的
知
識
を
必
要
と
し
、
恐
ら
く
知
日
派
の
主
要
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な
文
献
の
一
つ
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

日
本
医
学
史
に
興
味
を
抱
い
て
い
る
者
は
、
そ
の
殆
ど
が
日
本
人
同

僚
と
共
同
研
究
を
進
め
て
い
る
外
国
人
医
師
や
医
学
生
で
あ
っ
て
、
大

て
い
は
日
本
語
力
が
十
分
で
な
く
、
そ
の
上
医
史
学
の
文
献
を
捜
し
た

り
、
研
究
し
た
り
す
る
時
間
も
不
足
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
人
々
に
ま

ず
必
要
な
の
は
、
信
頼
で
き
る
概
説
害
で
あ
る
。
ま
た
、
日
本
人
の
方

で
も
、
特
殊
な
現
象
や
概
念
が
多
く
現
わ
れ
る
祖
国
の
医
学
史
を
外
国

人
に
的
確
な
英
語
で
紹
介
す
る
の
に
、
し
ば
し
ば
困
難
を
覚
え
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。
こ
の
双
方
の
要
望
に
添
う
べ
く
、
長
与
健
夫
氏
が
昨
年

大
変
有
用
な
害
を
著
さ
れ
た
。

本
書
は
江
戸
時
代
へ
の
簡
単
な
入
門
部
に
始
ま
り
、
そ
れ
に
続
く
江

戸
時
代
以
前
の
医
学
に
関
し
て
は
殆
ど
十
六
世
紀
、
即
ち
ヨ
ー
ロ
ッ
・
ハ

人
が
日
本
に
上
陸
し
、
キ
リ
ス
ト
教
と
イ
ベ
リ
ア
半
島
の
医
学
を
も
た

ら
し
た
時
代
に
限
っ
て
論
じ
て
い
る
。
本
論
の
江
戸
時
代
は
三
部
に
分

か
れ
て
お
り
、
ま
ず
第
一
部
は
十
七
世
紀
に
お
け
る
中
国
や
南
蛮
医
学

か
ら
紅
毛
医
学
へ
の
移
行
期
、
第
二
部
は
十
八
世
紀
の
紅
毛
医
学
の
受

容
と
普
及
、
そ
し
て
第
三
部
で
は
十
九
世
紀
の
円
熟
期
及
び
近
代
医
学

へ
の
幕
開
け
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
次
い
で
江
戸
時
代
を
通
じ
て
の
医

学
や
関
連
分
野
に
関
す
る
概
説
が
そ
の
後
に
続
く
。
最
後
に
は
参
考
文

献
目
録
、
人
名
や
書
名
等
の
索
引
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。

本
書
は
近
世
だ
け
を
扱
っ
て
い
る
が
、
そ
の
読
者
層
を
考
え
る
と
、

そ
れ
は
賢
明
な
選
択
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
明
治
前
後
に
見
ら

れ
る
日
本
医
学
の
飛
躍
的
な
進
歩
の
踏
み
台
は
江
戸
時
代
に
築
か
れ
た

か
ら
で
あ
る
。
江
戸
時
代
は
鎖
国
と
い
う
興
味
の
尽
き
な
い
時
代
で
あ

る
と
同
時
に
、
日
本
が
「
蘭
学
」
の
一
環
と
し
て
西
洋
医
学
を
積
極
的

に
取
り
入
れ
、
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
の
政
治
、
経
済
、
及
び
学
問
上
の
動
き
を

常
に
把
握
し
よ
う
と
し
た
時
代
で
も
あ
る
。
こ
の
時
代
に
つ
い
て
い
く

ら
か
で
も
知
識
が
増
せ
ば
、
現
代
日
本
へ
の
理
解
は
よ
り
容
易
に
な
り
、

さ
ら
に
深
ま
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
本
書
の
著
者
が
当
時
の
社
会
的
、
文

化
的
な
背
景
を
重
ん
じ
て
い
る
の
は
決
し
て
偶
然
で
は
な
い
。

本
書
に
お
い
て
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
日
本
医
学
の
そ
れ
ぞ
れ
の
発

展
段
階
に
現
わ
れ
た
主
な
人
物
、
著
作
、
文
化
的
、
社
会
的
特
徴
な
ど

に
つ
い
て
、
分
か
り
や
す
く
解
説
さ
れ
て
い
る
。
中
医
学
や
儒
教
の
よ

う
に
、
外
国
人
に
は
予
備
知
識
が
欠
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
箇
所
に
つ

い
て
は
も
う
少
し
詳
細
な
説
明
が
欲
し
い
。
さ
ら
に
欲
を
言
え
ば
、
本

書
の
中
に
出
て
く
る
主
な
事
項
、
人
物
な
ど
に
注
釈
を
付
け
、
巻
末
に

関
連
文
献
を
挙
げ
て
お
け
ば
、
さ
ら
の
利
用
し
や
す
い
も
の
に
な
っ
て

い
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
参
考
文
献
目
録
に
挙
が
っ
て
い
る
日
本
語
の

論
文
名
ま
で
英
訳
さ
れ
て
い
る
が
、
誤
解
を
招
か
な
い
た
め
、
原
文
は

日
本
語
で
あ
る
こ
と
を
示
す
何
ら
か
の
印
を
次
の
版
で
は
是
非
と
も
付

け
て
欲
し
い
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
さ
さ
い
な
点
は
別
と
し
て
、
本
書
は
外
国
人
研
究
者
の
、

近
代
日
本
医
学
史
へ
の
取
り
組
み
を
か
な
り
容
易
に
す
る
も
の
で
、
多

く
の
外
国
の
方
々
に
一
読
を
お
勧
め
し
た
い
。

（
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ミ
ヒ
ェ
ル
）

〔
名
古
屋
大
学
出
版
協
会
、
名
古
屋
市
千
種
区
不
老
町
名
古
屋
大
学
構
内
、

電
話
○
五
二
’
七
八
一
’
五
○
二
七
、
一
九
九
一
年
、
Ａ
五
判
、
二
一
○

頁
、
三
六
○
五
円
〕
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